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土留め壁の根入れ長の決定について 

 

 

仮設工の土留め工法を設計する際には、「道路土工－仮設構造物工指針」、「土

木工事 仮設計画ガイドブック（Ⅰ）、（Ⅱ）」等、最新の指針や基準書等を使用

することとし、以下については、福井県土木部として統一の考え方を示したの

で通知します。 

 

 

記 

 

 

１ 土留め壁の根入れ長の決定 

 

  非常に硬質な地盤（岩盤等）に根入れする場合も、極力最小根入れ長を確

保すること。ただし、最小根入れ長を確保することが困難な場合は最小根入

れ長より短くしてもよい（最低でも 0.75ｍは硬質地盤に貫入すること）。 
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【解 説】 

最小根入れ長の短縮 

非常に硬質な地盤（岩盤等）は、受働抵抗力の算定に用いる粘着力ｃが大き

く、根入れ部の安定検討を行うと極端に少ない根入れとなる（Ｄ級岩盤の切梁

式親杭横矢板で 40 ㎝程度）。しかし、このような硬質地盤の場合、受働側地盤

の破壊がぜい性的に起きる危険性があり、十分な受働抵抗の評価が難しいこと

から、最低でも 0.75ｍは硬質地盤に貫入することとする（図参照）。 

 

 

 
  掘削底面が岩盤の場合      掘削底面と岩盤との間に土砂が介在する場合 

 

【図 硬質地盤の最低貫入量】 

 
 
 
 


